
委託訓練にかかる検証結果報告について 

 

◯委託訓練の訓練計画策定（訓練科の見直し）の基本方針 

  委託訓練については、過去の実績等を踏まえて令和７年度の計画定員の目安数が示されているところ

であり、これを念頭に置いた上で、各訓練科の設置目的、背景、現状を踏まえた見直しを行うこととなる

（労働局を通じて目安数を変更することは可能であるが、限られた予算を国全体で調整した割当を行っ

ているものであるため、実現可能性や必要性が十分でない場合は安易にその増を求めるべきではない。）。 

なお、目安数(473 人)は令和６年度に比べ▲７となっているが、求職者向け（ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ分）は▲22、デ

ジタル分野が＋15となっている。 

 

１．デジタル分野の拡充 

 県内でも情報通信系企業の立地が進み、デジタル人材の質的・量的な確保を求める潜在的ニーズが見

込まれる中、既設のデジタル分野の委託訓練の定員充足率も高く、これら求人・求職のニーズに対応する

ため、委託訓練において、デジタル分野の訓練の拡充を行う。 
 

○基本的な考え方 

 

○主たる目標資格を同じくする訓練科の比較 

 主たる目標資格 その他の目標資格 訓練内容の差異 

ＩＴｸﾘｴｲﾀｰ科 ＰＨＰ技術者認

定試験（初級） 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ能力認定試

験ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、MS ｵﾌｨｽｽﾍﾟ

ｼｬﾘｽﾄ（ｴｸｾﾙ・ｱｸｾｽ） 

訓練時間の 2割強にｴｸｾﾙ・ｱｸｾｽの実習を

充て、幅広い就職に対応 

ＰＨＰﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾐﾝｸﾞ科 

ＰＨＰ技術者認

定試験（初級） 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ能力認定試

験ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ｴｸｾﾙ等の訓練は行わず、Java や WEB ｻｲﾄ

等の作成実習も行い、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの能力

を強化 

WEB・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞ科 

基本情報技術者

試験 

MS ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ(ｱｸｾｽ

上級) 

ｱｸｾｽの実習を行い、企業内 IT 業務にお

けるﾃﾞｰﾀ運用の効率化ができる能力も

付与 

(仮）ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷ

ﾙ ｱ ｯ ﾌ ﾟ科 (中

級) 

基本情報技術者

試験 

（未定） 訓練期間が WEB・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ科の半分の

3 か月で、基本情報技術者試験合格に特

化 

・デジタル分野の訓練を１コース追加する（デジタルスキルアップ科の上位科（中級）を設定）。 

・追加する訓練コースの内容は、ITSS レベル 2 以上であり、転職時に一定の評価が認められている

基本情報技術者の資格取得が可能なものとする。 

・長期高度人材育成コースであるＩＴシステム科以外の訓練の目標資格は、ＩＴパスポート(Lv な

し)、ＰＨＰ初級(Lv１)、基本情報技術者(Lv２)のいずれかとなっている。例えば、Java 等の目標

資格の設定が望まれるものの、十分な就職率の確保の目処、多様な受講者に対して訓練効果の確保

（資格取得）ができるノウハウ、講師確保という課題を考えれば、新たな目標資格の設定は現状で

は難しい。 

・目標資格が同じでも、求職者が望む働き方（業種・職種）に応じた、求められる技術等が学べるよ

う、多様な求職者ニーズに対応した訓練内容により、多様なデジタル人材の育成を図る。 

・必要に応じて、訓練開始月を見直し、年間を通じてデジタル分野の訓練の受講機会を設ける。 
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〇令和６年度（計画） デジタル系訓練合計定員 66 名（国の示す計画定員 66 名） 

開講月 科名 訓練期間 定員 主な取得目標資格（ITSS レベル（Lv）） 

４月 IT ｼｽﾃﾑ科 ２年 6 
情報処理安全確保支援士試験（Lv４）、基本情報技

術者試験（Lv２）、ｼｽｺ技術者認定（CCNA）（Lv２） 

６月 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷﾙｱｯﾌﾟ科 ３か月 15 IT ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ（Lv - ） 

９月 WEB・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ科 ６か月 15 基本情報技術者（Lv２） 

11 月 IT・ｸﾘｴｲﾀｰ科 ４か月 15 PHP 初級（Lv１） 

３月 PHP ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ科 ４か月 15 PHP 初級（Lv１） 

 

〇令和７年度（計画） デジタル系訓練合計定員 81 名（国の示す計画定員 81 名） 

開講月

（仮） 
科名 訓練期間 定員 主な取得目標資格（ITSS レベル（Lv）） 

４月 IT ｼｽﾃﾑ科 ２年 6 
情報処理安全確保支援士試験(Lv４)、基本情報技

術者試験(Lv２)、ｼｽｺ技術者認定(CCNA)(Lv２) 

６月 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷﾙｱｯﾌﾟ科(初級) ３か月 15 IT ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ（Lv - ） 

８月 WEB・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ科 ６か月 15 基本情報技術者（Lv２） 

10 月 IT・ｸﾘｴｲﾀｰ科 ４か月 15 PHP 初級（Lv１） 

12 月 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷﾙｱｯﾌﾟ科(中級) ３か月 15 基本情報技術者（Lv２） 

２月 PHP ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ科 ４か月 15 PHP 初級（Lv１） 

 

 

 
２.さぬきうどん科の廃止 

委託訓練実施要領の改正により、令和６年４月１日以降に受託事業者の公募を行う訓練について、全て

の分野の訓練コースにおいて、訓練分野の特性を踏まえたデジタルリテラシーを含むカリキュラムの設

定が必須となった。当該コースを例年受託している業者は、カリキュラムの変更に対応できないとの意

向を示しており、他に受託可能な事業者も見当たらないことから、当該コースを廃止する。 

○さぬきうどん科の訓練実施状況 

 
３.介護初任者科（丸亀）の定員の見直しとコース数の削減 

介護初任者科（丸亀）は、令和３年度を最後に受託業者が撤退し、それ以降は開設できていないが、訓

練の必要性が高いため、引き続き訓練計画に計上し、受託可能業者の開拓に努める。なお、一般的には、

１回あたりの訓練生数が増えれば、事業収支が向上することから、事業を受託しやすくなるよう、１回定

員を 20 名に増やすとともに、訓練計画の目安数を踏まえ、実施回数を１回に減らすものとする。 

開始年月 定員 応募者数 入校者数 入校率（入校者／定員） 

令和元年７月 10 ９ ８ 80.0％ 

令和２年７月【未開講】 10 － － － 

令和３年１月【中止】 10 ６ － － 

令和４年１月 10 10 10 100.0％ 

令和５年１月 10 10 ９ 90.0％ 

  可能な限り２か月ごとに開講（実際は、訓練受託機関の対応能力（スケジュール調整の可否）や、

ポリテクセンター等のデジタル系訓練との調整を踏まえて決定） 
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求職者支援訓練の検証結果報告について 

 

 (独)高齢・障害・求職者雇用支援機構香川支部 

 

１．地域ニーズ枠の考え方 

  地域ニーズ枠は、各都道府県、又は都道府県内の一定地域の求人ニーズ等に応じたよ

り効果的な訓練の設定に資するよう、各都道府県の状況や工夫に応じて主体的に設定す

るものであること。地域職業能力開発促進協議会のみならず、ワーキング・チーム等の

労働局、都道府県、機構等が参加する場を積極的に活用し、地域計画に定めること。 

 

２．香川県における過去の地域ニーズ枠 

  平成２７年度「旅行・観光分野」 

  平成２８年度「医療事務分野（三豊、観音寺地域）」 

  平成２９年度「旅行・観光分野」（地域コンソーシアム事業において開発） 

  平成３０年度「販売・マーケティング分野」（地域コンソーシアム事業において開発） 

  令和 元年度「営業・販売・事務分野」（短時間） 

  令和 ２年度「営業・販売・事務分野」（短時間） 

  令和 ３年度「就職氷河期世代支援コース」（２か月（介護、医療事務）又は短時間） 

  令和 ４年度「短期・短時間特例訓練」 

  令和 ５年度「オンライン訓練又は e ラーニングコース」 

  令和 ６年度「オンライン訓練又は e ラーニングコース」 

 

３．令和７年度における地域ニーズ枠の提案 

【候補】 オンライン訓練又はｅラーニングコース  

（１）理由 

訓練受講機会の乏しい地域に住む人等へ訓練受講機会を引き続き提供するととも

に、デジタル推進人材の育成に資する内容のコースの開講も期待できるため。 

（２）課題 

   県内においては、対応できる実施機関が現時点ではあまり多くないと思料される。 
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